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地層処分された高レベル放射性廃棄物が安定してその場に保管されていることを確認する手段として、全

く新しいニュートリノ観測による遠隔モニタリングの可能性を考案し、その可能性について検討を行った。 
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1. 緒言 

使用済燃料から発生した高レベル放射性廃棄物の処分方法として、地下数 100m に保管する地層処分が

検討されている[1]。地層処分は数万年という長期にわたって廃棄物が安定して保管されるという保証の元

に行われるものであるが、実際に保管状況を確認可能な手段を確立しておくことは、将来的に発生しうる

社会的要請に応えるためにも、その意義は大きい。 

保管状態を遠隔モニタリングする方法として、廃棄物から発生するニュートリノを観測する方法を検討

した。ニュートリノは物質と反応しにくいため、周囲の物質に遮蔽されることなく検出器まで飛来する。

現在国内に保有されるガラス固化体を一箇所に集めた場合、どの程度ニュートリノが発生しているか、ま

た現実的にモニタリング可能な反応数が得られるかといった見積もりを行った。 

 

2. 方法 

ニュートリノは高レベル放射性廃棄物中核種がβ崩壊した際に発生する。ニュートリノ反応数を計算す

るためには、まず核廃棄物から発生するニュートリノフラックスの計算を行う必要がある。これを求める

ために、核種生成崩壊コード ORIGENを用い、廃棄物中の核種および放射能を時間ごとに計算した。各核

種からのニュートリノスペクトルは、放射線反応コード Geant4を用いて計算を行った。 

ニュートリノは逆β崩壊により観測を行うため、ターゲットである陽子を多く含む有機シンチレータを

モデルとした。検出器サイズ、核廃棄物からの距離を仮定することで、処分後の時間ごとにどの程度のニ

ュートリノ数が得られるかを算出する。 

 

3. 結論 

実際に稼働している検出器サイズと同等である液体シンチレータ 1ktonを廃棄物保管場所から距離 100m

に設置した場合、最初の 100年間は 1日あたり 10個程度のニュートリノが観測されることが判明した。10

日程度の観測で、廃棄物量が 10%以上変動するようなケースを捉えることが可能であることが判明した。 
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